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談
、
行
政
相
談
、
消
費
生
活
相

談
な
ど
に
応
じ
、
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
消
費
者
と
事
業
者
の

間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
は
早
め
の
相
談
が
大
切
で

す
。
問
題
の
あ
る
商
法
、架
空
・

不
当
請
求
な
ど
で
お
困
り
の
人

は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
】

　

市
民
総
合
相
談
室

　

 

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
６
９

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意

　

鹿
屋
警
察
署
管
内
で
、
本
人

や
家
族
に
ま
っ
た
く
身
に
覚
え

の
な
い
民
事
訴
訟
に
関
し
、「
民

事
訴
訟
裁
判
告
知
」
と
印
刷
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
が
無
差
別
に
郵
送

さ
れ
、
差
出
人
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
た
「
東
京
都
財
団
法
人

○
○
管
理
局
（
管
理
部
）」
に

電
話
し
た
と
こ
ろ
、
架
空
の
弁

護
士
事
務
所
を
紹
介
す
る
な
ど

巧
妙
な
話
術
で
信
用
さ
せ
、
金

融
機
関
の
口
座
に
多
額
の
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
と
い
う
手
口

の
、
架
空
請
求
の
振
り
込
め
詐

欺
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

迷
っ
た
時
、
お
か
し
い
と

思
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
推
進
室
か

ら
の
お
願
い

　

市
で
は
、
新
「
か
の
や
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
実
態
を
把
握

し
、
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
今
後

の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
重
要
な

基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
無
作

為
に
抽
出
し
た
20
歳
以
上
の
男

女
２
，
５
０
０
人
を
対
象
に
住

民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

９
月
中
に
調
査
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
調
査
票
が

届
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
調
査
の
集
計
結
果
は
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
無

記
名
に
よ
る
調
査
で
す
の

で
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
活
動
推
進
課

　

 

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
７

お
困
り
の
人
は
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

　

市
民
総
合
相
談
室
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
一
般
相

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
警
察
署

　

 

☎
０
９
９
４
─44
─０
１
１
０

鹿
屋
警
察
署
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

鹿
屋
警
察
署
で
は
、
市
内
の

す
べ
て
の
交
番
に
交
番
相
談
員

を
配
置
し
て
、
交
番
勤
務
員
不

在
の
解
消
を
図
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
各
種
届
出
や
相
談
な
ど

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
番
勤
務
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
や
、
事
件
や
事
故
の
現

場
へ
の
出
動
な
ど
で
、
一
時
的

に
不
在
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

○
鹿
屋
中
央
交
番
＝
交
番
出
入

口
の
左
側
の
壁

○
寿
交
番
＝
交
番
出
入
口
の
外

側
柱
の
内
側

○
西
原
交
番
＝
交
番
出
入
口
の

右
側
の
壁

に
、
受
話
器
を
持
ち
上
げ
る
だ

け
で
警
察
署
へ
直
接
通
じ
る
電

話
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
遠
慮
な
く
ご
使
用
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
屋
警
察
署

　

 

☎
０
９
９
４
─44
─０
１
１
０

ブ
ラ
ジ
ル
研
修
生
を
募
集

　

南
米
大
陸
で
の
生
活
体
験
な

ど
を
通
じ
て
、
国
際
的
視
野
と

国
際
感
覚
を
身
に
付
け
、
地
域

社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
も

ら
う
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
で
研
修
制
度
が

終
了
す
る
た
め
、
今
回
が
最
後

の
募
集
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
研
修
期
間

○
女
子
研
修
生
＝
平
成
20
年
３

月
か
ら
１
年
間

○
男
子
研
修
生
＝
平
成
20
年
４

月
か
ら
１
年
間

●
募
集
人
数
＝
各
２
人

● 

内
容
＝
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
を
拠
点
と
し
た
語
学
研

修
や
外
部
研
修
（
日
本
語
教

師
・
新
聞
社
勤
務
）
な
ど

● 

応
募
資
格
＝
県
内
に
居
住
す

る
20
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
人

で
、
高
卒
程
度
の
学
歴
を
有

す
る
人

● 

応
募
方
法
＝
写
真
付
き
履
歴

書
に
、
志
望
動
機
、
自
己
Ｐ

Ｒ
を
明
記
し
た
作
文
（
１
，

５
０
０
字
以
上
）
、
公
立
病

院
の
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、

県
国
際
交
流
課
（
〒
８
９
０

─８
５
７
７
鹿
児
島
市
鴨
池

新
町
10
─１
）
ま
で
ご
応
募

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
を
募
集

● 
日
時
＝
９
月
11
日
（
火
）
〜

12
日
（
水
）

　

11
日
＝
13
時
〜
16
時

　

12
日
＝
13
時
〜
15
時
30
分

● 

場
所
＝
市
勤
労
婦
人
セ
ン

タ
ー

●
内
容

○
好
感
度
を
ア
ッ
プ
す
る
応
対

マ
ナ
ー
＝
㈲
プ
ラ
ス
ピ
ュ
ア

代
表
取
締
役　

野
口
純
子
氏

○
再
就
職
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン
グ
＝

た
っ
ち
ー
企
画
代
表　

立
元

昭
子
氏

○
地
域
の
雇
用
情
勢
と
就
職
活

動
に
つ
い
て

● 

対
象
者
＝
再
就
職
を
希
望
し

内
容
に
興
味
が
あ
る
人

● 

定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
料
＝
無
料

● 

申
込
方
法
＝
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

 

21
世
紀
職
業
財
団
鹿
児
島
事

務
所

　

 

☎
０
９
９
─２
５
９
─７
８
１
５

　

℻  
０
９
９
─２
５
９
─７
８
３
２

く
だ
さ
い
。

● 

応
募
期
限
＝
９
月
21
日（
金
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

 

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ジ
ル
研
修
交

流
会

　

 

☎
０
９
０
─４
３
５
２
─２
５
０
７

介
護
実
技
講
習
受
講
生
を

募
集

　

介
護
に
関
心
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
家
庭
で
の
介
護
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
つ
介
護

の
初
歩
的
な
知
識
と
介
護
方
法

を
学
ぶ
介
護
実
技
講
習
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

● 

開
催
日
＝
９
月
19
日
（
水
）

〜
20
日
（
木
）

● 

場
所
＝
県
民
健
康
プ
ラ
ザ
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
＝
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

● 
主
な
内
容

○
口
腔
ケ
ア
と
食
事
介
助

○
認
知
症
高
齢
者
へ
の
理
解

●
受
講
料
＝
無
料

● 

申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
＝
９
月
12
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

 

県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー

　

 

☎
０
９
９
─２
２
１
─６
６
１
５

　平成 18年度に実施した地籍調査成果の閲覧を実施します。土地所有者、利害関係者には通知文を送
付しますので、必ず閲覧してください。
●閲覧期間＝９月７日（金）～ 26日（水）
※土・日・祝祭日も閲覧できます。
※定められた日時、場所以外での閲覧はできません。
※印鑑（認め印可）をご持参ください。
●閲覧地区及び日程
◇野里町の一部 ◇輝北町上百引の一部
会　場 期　日 時　間

市役所６階
601 会議室

７日（金）・10日（月）～
24日（月）・26日（水） ９時～16時 30 分

市役所７階
大会議室 25日（火） ９時～16時 30 分

野里町
集落センター ８日（土）～９日（日） ９時30 分～18 時

岡泉公民館 22日（土）～23日（日）９時30 分～18 時

会　場 期　日 時　間
輝北総合支所
２階会議室

７日（金）・10日（月）～
26日（水） ９時～16時 30 分

名主段町内会
公民館 ８日（土） ９時30 分～18 時

堂平町内会
公民館 ９日（日） ９時30 分～18 時

【問い合わせ】市農地整備課地籍調査推進室
　　　　　　 ☎ 0994-43-2111　内線 3235

【問い合わせ】輝北総合支所産業振興課
　　　　　　 ☎ 099-485-1111　内線 2606

No 項　　　　　目 チェック状況
（該当を○で囲んでください）

1 鶏小屋の掃除をこまめに行っている はい　　いいえ
2 鶏小屋に入った後は手を洗う はい　　いいえ
3 鶏小屋に屋根がある はい　　いいえ

4 鶏小屋の周辺をネットで覆い、野鳥が入れないようにしている はい　　いいえ

5 餌や水は野鳥やネズミなどの糞便で汚れないように管理している はい　　いいえ

6 鶏小屋に破損箇所はない はい　　いいえ
7 鶏小屋の破損箇所は点検・修理している はい　　いいえ
8 鶏の健康状態を毎日確認している はい　　いいえ
9 鶏の飼い方を相談できる専門家がいる はい　　いいえ
10 消毒薬で鶏小屋とその周囲を消毒している はい　　いいえ
11 鶏の飲み水は消毒済みのものをつかっている はい　　いいえ

12 近くに水鳥の飛来する水辺、ため池、ダム等がある はい　　いいえ

※ チェックシートの１～11の項目については「はい」となるように努めてください。

　高病原性鳥インフルエンザの侵入防止の
ために、鳥を清潔な環境で飼育しましょう。
①鳥小屋は、いつも清潔にしましょう。
②野生生物から鳥を守りましょう。
③きれいな水と餌

えさ

をあげましょう。
④鳥の病気を防ぐため、餌箱や水飲み桶、
鳥小屋に入るときの長靴などの消毒をし
ましょう。
⑤鳥が病気かな？と思ったときは、近くの
動物病院で診てもらいましょう。
※連続して鳥が死んだり、トサカの色が黒っ
ぽくなるなどの異常がある場合や不明な
点がある場合は、家畜保健衛生所にご連
絡ください。

【問い合わせ・連絡先】
　肝属家畜保健衛生所　☎ 0994-43-2515

高病原性鳥インフルエンザ侵入防止チェックシート
（愛玩鶏飼養者等向け）

地籍調査成果の閲覧を行います鳥を飼っている皆さんへ～高病原性鳥インフルエンザの侵入防止のために～


